
中部教育局社会教育担当だより令和５年６月１２日発行

６月 ２日（金）第１回人権教育プログラムファシリテータースキルアップ研修会
６月 ４日（日）中部地区少年少女のつどい
６月１０日（土）令和５年度鳥取県ＰＴＡ役員研修会
６月２０日（火）鳥取県社会教育関係者のためのＩＣＴ活用研修①
６月２２日（木）鳥取県社会教育協議会総会
６月２２日（木）子育て・家庭教育支援員養成講座兼家庭教育関係者研修会①
６月２７日（火）鳥取県社会教育関係者のためのＩＣＴ活用研修②
６月３０日（金）中部地区人権教育懇談会①

６月４日(日）に中部地区少年少女のつどいが倉吉スポーツクライミングセンター（倉吉体育文化会館）にて
開催されました。当日は、中部地区小学生の４年生から６年生までの５１人が参加しました。参加者のほとんど
が初めて体験するクライミング。簡単なボルダリングから難易度があがるリード、さらに速さを競うスピードな
ど、県山岳・クライミング協会の方々に指導を受けながら体験しました。参加者は、「とてもおもしろかった。
またやりたい！」などの感想が多かったです。

日 程
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受付 開会行事

クライミング体験
①ボルダリング、②リード、③スピード
（班に分かれてのローテーション）

閉会行事 解散

ボルダリング リード スピード
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【あとがき】

今年も福岡の交流会に参加しました。今回はなるべく乗換えの少ない列車、特

急「スーパーおき」で行きました。ところが、特急でありながら２両編成、「ス

ピードが上がった普通の列車」といった感じでした。途中、江津や浜田の風景に

大学時代を思い出しました。思いつきで、秋吉台サファリランドに「ポケットモ

ンキー捕獲作戦」に出かけ、途中の娯楽施設でお金もなくし、早朝出たのに閉園

前にたどり着き、おまけに初めて見たリス猿は、捕獲用のリュックに入るような

サイズではなく、ただただ疲れただけの旅で終わった記憶が、ばかばかしくも懐

かしく思い出されました。若いってすごいなぁと、つくづく思いました。

湯梨浜町家庭教育支援チーム「くぷくぷ」

5月２０日(土）～２１日(日）の2日間、福岡県
立社会教育総合センターにて、昨年に続き第４０回
中国・四国・九州地区生涯教育実践研究交流会が開
催されました。実践発表が午前午後とそれぞれ４会
場に分かれ、合計２８の実践が発表されました。ま
た鳥取県も若桜町の「公民館と青少年育成アドバイ
ザーの連携」や八頭町の「廃校小学校の活用」につ
いて実践発表がありました。
昨年から再開されたこの会には、発足当初から携

わってこられた方々、そしてこの会に賛同された多
くの方々の社会教育への熱い思いを感じました。ぜ
ひ社会教育関係のみなさまも一度参加してみられる
と、「社会教育の底力」に圧倒されると思います。

令和５年度より、中部地区に初の家庭教育支援チーム「ゆりはま子育
てネットワークくぷくぷ」が誕生しました。
くぷくぷとは、ハワイ語「kupukupu」を由来としています。kupukupu

は溶岩が流れた後、初めに芽を出すタマシダのことで、荒地を緑に変え
る恵の植物ともいわれています。子どもたちがこのkupukupuのようにた
くましくすくすくと育ち、そしてkupukupuが荒地を緑に変えるように、
子どもたちの笑顔が周りの人々を笑顔にしていくような、そんな子育て
ができる地域を目指して、２０２２年から活動をスタートしました。ス
タッフは現在14人で運営しており、毎月第３日曜日に「あそび～の」と
いうイベントを開催しています。子どもたちはシャボン玉を作ったり、
工作に熱中したり、動物と触れ合ったり、虫やカエルをつかまえては大
人たちをびっくりさせたり…子どもたちがおもいっきり遊べる、そして
保護者だけでなく、地域の多様な大人たちも子育てに参加する遊び場を
作っています。

＼活動の様子はこちらから／
公式LINE FB


